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募集人員

出願資格

海外帰国子女入試

保護者の海外在留という事情等により、外国の教育を受けた日本国籍を有する女
子、または、日本国の永住許可を得ている女子で、以下のいずれかに該当する者。
（入学予定年度の4月1日現在）
（1）外国において、国際バカロレア資格、アビトゥア資格、バカロレア資格、または、 GCEA資格 
 を取得した者。
（2）学校教育における12年の課程修了者、または、修了見込者で、12年の課程のうち、通算し 
 て9年以上外国において外国における教育を受け、帰国後3年以内の者。（ただし、日本の 
 小学校・中学校・高等学校の在学期間が通算して3年以内の者）
（3）学校教育における12年の課程修了者、または、修了見込者で、日本の高等学校に相当す 
 る期間に、外国において通算して2年以上外国における教育を受け、帰国後2年以内の者。 
 （ただし、日本の高等学校在学期間が1年以内の者）
（4）学校教育における12年の課程修了者、または、修了見込者で、日本の中学校と高等学校 
 に相当する期間に、高等学校の期間を含め継続して3年以上、または、通算して4年以上外 
 国において外国における教育を受け、帰国後2年以内の者。（ただし、日本の高等学校在学 
 期間が2年以内の者）  
（注）外国に設置された学校であっても、日本の学校教育法に準拠した教育を施して
いる学校に在学した者についての当該期間は、外国において外国における教育を受けたものとみ
なさない。

各学部の各学科／コースとも若干名。※薬学部、看護学部は募集しません。

募集人員

出願資格

外国人留学生入試

外国籍を有する女子で、以下の（1）～（3）のすべてに該当する者。
（1）外国における学校教育の12年の課程を修了した者、もしくは入学年の3月末

日までに修了見込みの者。または、これと同等以上の資格があると認められる者。ただし、
学校教育12年の課程を外国の学校と日本の学校において修了した場合、日本の学校で
教育を受けた期間が6年以内である者はこれを含むものとする。

（2）入学後の授業を受けるのに十分な日本語能力を有する者。
（3）入国目的が「出入国管理及び難民認定法」による留学の在留資格に該当す

る目的であり、本学での勉学を強く希望する者。

（注）入学前に（財）日本国際教育支援協会が実施する「日本語能力試験（N1また
は1級）」を受験していることが望ましい。

各学部の各学科／コースとも若干名。※薬学部、看護学部は募集しません。

試験科目・時間・2024年度入試結果

入学検定料
35,000円

試験日・試験会場
■試　験　日：12月7日（土）　■試験会場：本学
■出願期間：11月5日（火）～11月13日（水）※締切日必着
■合否発表：12月12日（木）

入学検定料
35,000円

試験日・試験会場
■試　験　日：12月7日（土）　■試験会場：本学
■出願期間：11月5日（火）～11月13日（水） 
　　　　　　※締切日必着
■合否発表：12月12日（木）

手続締切日
■第1次手続（入学金の納入）：
12月19日（木）
■第2次手続（前期授業料等の納入）：
1月9日（木）

手続締切日

試験科目学 部 時 間学科／コース 志願者数 合格者数
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日本語日本文化学科

英語英米文化学科

外国語コミュニケーション学科

音楽芸術学科

生活マネジメント学科
環境デザイン学科
食環境栄養学科

日本語小論文
音楽実技（ピアノ、声楽、管楽器
から１つを選択）・面接

人間科学部
現代子ども教育学科
多元心理学科

コミュニティ福祉学科

国際情報学科/
グローバルスタディーズコース
メディアスタディーズコース

‒
‒
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の
他
の
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試験科目・時間・2024年度入試結果
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（ピアノ、声楽、管楽器から
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※詳細についてはP.29を参照してください。

人間科学部
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グローバルスタディーズコース
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選考方法
各学科／コースが定める選考内容および出願書類によって選考します。
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■第1次手続（入学金の納入）：12月19日（木）
■第2次手続（前期授業料等の納入）：1月9日（木）

（注）外国人留学生入試は、本学に来学の上、試験を受験する必要があります。
海外から来日しての受験を検討している方は、試験日までに日本へ入国し、来学できるか否かについて、出願前に必ずご自身で確認してください。

（注）海外帰国子女入試は、本学に来学の上、試験を受験する必要があります。
海外から来日しての受験を検討している方は、試験日までに日本へ入国し、来学できるか否かについて、出願前に必ずご自身で確認してください。

その他の入試

●   社会人や海外生活の経験者など、いろいろな方々の学びたい気持ちにこたえるために、
　  様々な入学試験を実施しています。　

●   社会人入試および社会人編入学試験での入学者全員に入学金と同額の奨学金を給付します。
★ 詳細については、入試広報部にお問い合わせください。また、記載事項は変更される可能性がありますので、
　必ずその他の入試用「2025年度入学試験要項・願書（5月中旬より「受験生応援サイト」にて公開予定）」にてご確認ください。

　

次のA群の①または②より1曲、B群より1曲を選択し、2曲演奏すること。
　　※演奏はすべて繰り返しなしで、暗譜とする。
　　※演奏を途中で切ることもある。
　　※出願時に曲名を届け出ること。ソナタ形式の作品は楽章も明記すること。
　　※A群から先に演奏すること。

任意のエチュードまたは楽曲

ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェン、シューベルトのソナタの中から任意の楽章（緩徐楽章は除く）

（１）次のA、Bより合計2曲を選択し、演奏すること。ただし選択方法は「Aから2曲」もしくは「Aから1曲、Bから1曲」のどちらかとする。
　　※歌詞はすべて原語とし、暗譜で全曲歌うこと（歌う範囲に指定があるものを除く）。　　　※演奏を途中で切ることもある。　
　　※出願時に曲名、およびその調性を届け出ること。                                               ※伴奏者は本学で用意します。
　　　Bを選択の場合、伴奏譜を1日程につき2部、出願時に同封すること。
　　
　　

（2）副科ピアノ　自由曲１曲を演奏すること。
　　※楽譜が出版されている曲とする。
　　※出願時に曲名を届け出ること。
　　※演奏はすべて繰り返しなしで、楽譜を見て演奏してもよい。
　　※演奏を途中で切ることもある。

■楽器の指定はありません。

（１）次のA、Bをそれぞれ演奏すること。
　 なお、Bについては以下の通りとする。
　　※演奏はすべて繰り返しなしで、
　　　楽譜を見て演奏してもよい。
　　※演奏を途中で切ることもある。
　　※伴奏はなし。
　　※出願時に楽器名（移調楽器は楽器名と
　　　楽器の調）と曲名を届け出ること。

（２）副科ピアノ　自由曲１曲を演奏すること。
　　※楽譜が出版されている曲とする。
　　※出願時に曲名を届け出ること。
　　※演奏はすべて繰り返しなしで、
　　　楽譜を見て演奏してもよい。
　　※演奏を途中で切ることもある。

A

B

B

任意の曲B

A

ピアノ実技

声楽実技

管楽器実技

Già il sole dal Gange
Sento nel core 
Son tutta duolo
Le violette
Caro laccio
Caro mio ben
Sebben,crudele
Nel cor più non mi sento
Vergin,tutto amor
Se tu m’ami

A.Scarlatti
A.Scarlatti
A.Scarlatti
A.Scarlatti
F.Gasparini
T.Giordani
A.Caldara
G.Paisiello
F.Durante
G.B.Pergolesi

A

曲　名 作曲者

Ich liebe dich
An die Musik
Die Lotosblume
An Chloe
かやの木山の
からたちの花
さくら横ちょう
平城山
浜辺の歌（１、２節のみ）
早春賦

L.v.Beethoven
F.Schubert
R.Schumann
W.A.Mozart
山田耕筰
山田耕筰
中田喜直
平井康三郎
成田為三
中田　章

曲　名 作曲者

①J.S.バッハ　平均律クラヴィーア曲集 第1巻、第2巻のフーガから任意の1曲　　※フーガのみを演奏すること。 

②次の作曲家の練習曲の中から任意の1曲
　ショパン、リスト、モシュコフスキー、ドビュッシー、スクリアビン、ラフマニノフ

 

それぞれの（移調）楽器の調における♯、♭２つ以内の長調、短調の音階から、
当日指定された長調と短調一つずつを、スラーまたはタンギングで１オクターブ
演奏する。短調の音階は和声的短音階とする。音階は上行形と下行形を続けて
演奏し、音階の開始音の高さは当日指定される。リズムおよびテンポは以下のも
のとする。

曲　名

音楽芸術学科 実技試験課題について

　　（注）2024年度入試より新曲視唱の課題は廃止しました。　　　　　　　 


